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2014 年に旧 JNES が提案したコンクリート構造物に生じたアルカリ骨材反応の診断フロー（案)では，

ASR が疑われるようなコンクリート部材に対して，必要に応じてコアを採取し，各種岩石学的評価および

コアの促進膨張試験を行うことが提案されている。本研究では、骨材種類，アルカリ総量が異なる試験体

から採取したコアを用いて，促進膨張試験の有効性の検証を行った。 
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1. 緒言 

旧原子力安全基盤機構（JNES）では原子力用コンクリートに関して、国内外の最新知見に基づきコンク

リート構造物に生じたアルカリ骨材反応の診断フロー（案)を提案している。本フローでは、ASR が疑わ

れるようなコンクリート部材に対して，必要に応じてコアを採取し，各種岩石学的評価およびコアの促進

膨張試験を行うことが提案されている。そこで、本研究では、骨材種類，アルカリ総量が異なる試験体か

ら採取したコアを用いて，アルカリ溶液浸漬法及び JCI-DD2法を行い、促進膨張試験の有効性を検討した。 

2. 実験 

促進膨張試験の有効性を確認するために、骨材種類（急速膨張性骨材 TO 及び遅延膨張性骨材 WI）、ア

ルカリ総量（3.0kg/m3、5.5kg/m3）および鉄筋拘束条件が異なる 650mm角の試験体（以下，小型試験体）

から採取したコアを用いて，アルカリ溶液浸漬法および JCI-DD2法を行った。コンクリート調合を表１に

示す。コンクリートのアルカリ総量は，Na2Oeq 換算で 3.0 kg/m3，5.5kg/m3とし，NaOH 水溶液を用い

て練混ぜ水に添加して調整した。 

3. 結果・考察 

 アルカリ溶液浸漬法による膨張率測定結果（無筋試験体）を図 1

に示す。遅延膨張性骨材 WI を含め何れのコアも膨張を生じ、無筋

コンクリートでは今後膨張すると考えられるコアほど膨張する傾

向が見られた。しかしながら、コア間のバラツキが大きく、判定

基準として促進養生材齢 21 日における膨張率 0.1%が提案されて

いるが、採取本数が少ない場合には，この判定基準からのみでは、

適切に潜在的膨張性を判断できない可能性がある。コアを用いた

促進膨張試験は、構造物の ASR による膨張の進行度合いや潜在膨

張性を判断する目安となるが、促進膨張試験のみで構造物の将来

の膨張挙動を予測することは難しいと考えられた。 

本研究は、原子力規制庁「平成 28 年度原子力施設等防災対策等委託費（高経年化技術評価高度化（アルカリ骨材反応によるコン

クリート構造物の長期健全性評価に関する研究））事業」における成果に基づくものである。 
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Fig.1 アルカリ溶液浸漬法による膨張率

（無筋試験体） 

表 1 コンクリートの調合 
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